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･二 5衣 のようで,Blissの ProT,it昂位に変換した死

-亡琴は第 2図の如く時間の実数と大略磯 的な関係を

示すのでは軒 ふと考えられる｡しかしこの点たっい
ては旭日再検討したい｡

＼摘 要

1) イェ,:ェに対する-エTIクゾウの殺虫効-R王は取部

Lに於いてのみ明かに見られる｡しかし抱く僅かには

-他の部分にもあるかも知れない｡

I--2) 吸汗軌 葡排汁液共に同じよ.5に死亡をもたらす亡:i
lようである｡ _ 一㌦

31 之等の取汁液は他の昆虫;/例えば蚊幼虫,-エ郡

の幼虫及び成虫,_そ./i,pチョウ幼虫等にも追別し

得るように思われる｡ ~
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1/R43tlmd J̀＼
･Theresultsof･prelimir)aryexperimentson

theinsecticidalactionof'H ÊpOKtJSa〝,-plzyyma

lel･10StaChyaL･,aregiven!asfollows:

-1) Th占insecticidal effect-ofHAJWOI【USa〝UPL)n

thpeo甲mOnhousenyisseenonlyintheroot

Julee,hutitseem声′thatthesamecLrectean

heseer)?tosomeslightdegrceI'inotherparts

:●tof.theplant.

2) JBoththeroot)･uiceand theboiled,oot

JulCe･bring-al-equalmorta.lity･,

I3) Theserootjuicesee.mstobeappliedupoTi

_so!ⅥeotheriTISeCtSSllChasmosquitolarvae,

imagOeSandlarvaeof-LrleS,,larvaofPJ'cn'S

-r(ゆoe,'ctc.

AComp'ari50nOftheToxicityofSeveralContactlns_ectl'cide'sagainsttheRice

weetil,SitophihlS̀oryzae.S占iroku･SAKAr,Minoru岳AT?皮KeJl,ihi.KozmA ･(Agri-

cu,ltilralChemicalslnspectionStatlrOや･MinistryofAgricultl･re_andFore,stry)71tcceived
scpt.4,1951Boll,a-Kagahu16,146,1951(WithEr.glishLrisumiI52)

25･.コクゾウに対ずる接触殺虫剤の毒力について 串井靖六･佐藤稔 ･小島紐十 (良林

省氏車検萱折)26.9.4受理

1.緒 ･･言

,PDT発見以弧 俊秀な有機合成殺虫剤が合成され,

-我図七も漸 く実用的だ所員戦を使用する枝運になり,/-

比等?新袋肇を定丑毒物学の見地より吟味する必要が -

生じて来た｡

この研兜は従来の植物性起源の殺虫剤と新曲塊との詩.
カを比校し,t実際使用の基碇的な資料を得る目的と共

I.I,範内に於ける接触殺虫剤の生物検定法の嘩立のた

桝こ他行されJi｡接触設虫祝の符カに関する定畳鞍財

学的研究は斑近 Gahan-リetal･(1948),Sun(1948),,

Hoffman&Lindquist(1949),Gai広es皮Dean′
(1949),Mistri占,IJr.良Ra叫vater(1950)Lang-

'-f占rdetal.(1951)等多数の報告がある｡--

しかし我閥では,二三の接触設虫剤を比較した報告は.

あ墾 ;,/接触設虫剤全般に亘つ{蔽熱 こ苛力を比較し

た研究は見当らない｡この研究は定温毒物学句観点よ

り乳珂叉は水溶性殺虫剤の琵カの比校を試みた｡潮 督

l声 たりJ,種々御指感を賜った当所所長上遠笹及び黒

沢芋樹-%両技官に感謝す卑と共に卿 こ御援助を賜わもヽ

内田郎 B致掛 こ惇く感謝の意を琴する次鶴である0

1461-

' 忠 実執材料

-実験材蚊として用いた虎虫はコクy'ウ_SlLObf'7'Lus

oryZaCL･の卿 ヒ後2ナ4週間の老熟成虫弓:･ある｡飼

育に坤 ,た容執蛸 壷 12cm,孜さ5･5cm の中型S,

マレtIと･-これの丑として中央の直径 3cm の穴に泊.

紙を粘ったガラス製円板を用いた｡飼育に用いた玄雅

は当所畏場 (東京都北多段郡小中野)昭和等4年妊注出
林12号の含水量約15.0%のもので.･この玄雅をLfl型i'

ヤレーl羊･200g宛入れた｡,飼育温度は300位皿に1,,.:

築剤処理後も同様に 300､位泊にし, 後の影幣を税額

〔た.

供試殺虫革は乳剤型の~10%γ-BHC,10% pp′I)DTこ

10% op′-DDT,/10% Chlordane,10%Parathioll,

50,bQ'Toxaphene.21･8%/Aldrjn.20･4% Dield-

rin,10% Parithion;0.5,00''A.llethrinの10有機合 .

成投虫剤と 0.5% Pyrethrins,2.0%･Rotcnonc',

40･9% Nicotineの◆3柾物性起源殺虫剤,J水溶性の

37･9% TEPP 及び乳化剤の桝成輿剤の 67%持凋

軌 67プiDenzenの嘩 剤と硫酸化油の17賂軒醐J､
いた｡

l
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3.実験装置及び方法

宍瞥針土200m氾水和でrrい, 伏訳出は1区30乃至

607A/C.総帥 存々 2,-),803控′をmいた｡浸漬叩け口は5分

rmで.SZ打州容矧 土内虚 0.5cm,円さ 3cm の.ガラ

スmFq符を用い,印加は 金網で誠い,そのMn'内に供

恥flを入れ,ノ7,め恒出水相中に並列させた内径1･6crn

の粥験管に浸現した｡浮田後供託虫の余分の単複を給

紙で吸剛 Jそゐ稜,内径 2三m,なさ 10cm･のガラ

ス製管瓶に玄釆と共に供託虫を入れた｡その管瓶は申

欠に欠を開けた,'ム栓で訟なし,その穴にI羊金網糾土

やて通気をよぐした｡･その後 300-位湿布内に任存し

て,浸Flff琴2榔 準 は4即細】ゐ問東で生死の判由を行

った｡生野 脚 の威碑は小節を以壷 隼を勅軌 ,少

しでも反応したものは生存と宕放した｡. 1

一刀供拭投出矧 ま処方を出来るだけ均∵にJL,処方

の和迩による好郡を少くする様に努めたo夫々の殺虫

瓢土12の問攻の和釈液を作製し,各攻究の死亡率を罪

定した｡ /

冥験結風 土稀釈泊蛇の対数伯とgt:亡邸の Ⅴ･llnder

■

･･J TableLComparativetoxicityoEvariollSCOnt三ICtinsecticidesagainstthericelYCe､･il ･

HotlrSaftertIle

-immersiolltest

for5血intes

Insecticide Percentof

active ･

ingredient
M LD(%)

●provisional

regression

cqtl.1tion

/-
48

PvretbrinS
γ-BH C
Rotenone
pp′DDl'･
ParatllioII
Benzen
Campl10rOil

■D
O
O
O
nU
nU
O

0
0
2
0
0
7
7

ユ

ー
ユ
爪)♪U

I

.
/

0.8SflY-I(+1.845
0.f)20Y=ごⅩ+1.750
1.120Y-.Y+0.080
0.466Y王=Ⅹ+0.766
2.tX)0▲Y--X-0.r550
0.590Y-X-0.30rI

/ 0.420Y=ゴⅩ-0.700

.72.

.γ-nliC I
Rotenone
Pyrethrins
pp′DDT
Parathion
op′DDT
Benzen .
CamphorOil

0
0
LC
nU
O
O
O
O

0
2
o
nU
O
nU
7
7

1

1
1
1
爪V6

0.580Y,-X+2.780
0.730Y-Ⅹ+2.605
0.9170･Y-llx+.2.200
1.030Y_-X+0.8S 5

2.140Y-Ⅹ+0.785

3.623Y-X-0..F:)25
0.79OIY;ごⅩ-0.Or)CI
O.500Y三三Ⅹ-0.820

γ-73H C
Rotcnone
Pyretbrins
pp′DDT
PaTathioIl _
op′DDT
Bet)年n
CampllOrOil

0
0
尺U
O
O
O
O
O

o
2
o
o
nU
nU
7
7

T▲

l
l
1
6
6

0.515Y-.Y+3.105
0.553Y--I(+:i.033
0.750Y-X+2.570
1.155Y-Ⅹ+2.185
0.630V--X+1.570
i.860Y=X+I.533
1.220y-Ⅹ+0.200
1.200Y三三Ⅹ-0.420

Ⅰ舶

f_yBreiih寧
Rotenone ,

pppaiPtEiT.n
op′DDT -
11ellZen,
CamphorOil

LD
0
0
0
0
0
0
0

0
0
り一0
0
0
7
7

1

i
l
1
6
6

0.720Y-Ⅹ+3.300
0.50.I)Y-Ⅹ+3.20-)
0.4!70Y--X+3.】6:;
0.600Y;=Ⅹ+2.600
1.880Y-･Ⅹ+2.120.
1.175Y-X+2.00.-)一
1.270Y--̂ '+0.370
0.GODY-X-0.100

216

PyretI汀ins
r-BH C
Rotenonc
pp′DDl､
op̀DDT
P.1r!lthiotl
IIcnZcn
camphorOil

0.5
10.0
2.0
10.0
ユ0.0
10.0
67.0
67.0

0.6SO.YだX+3.450
0.49.-JY-Ⅹ+3.400
0.320Y-X+3.400
0.635Y-Ⅹ+3.O95
0.985Y-Ⅹ+2.425
1.010Y--X+2.260
1.OヨoY--X+0.500
0.800Y-潔+0.100

'yisthemortalityinVanddtw鼓rden'ゴYunit,ドXisthelogarithmof'concentration･
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wardcn'(1940)の Y 甲位1次変竣値との問に大観

'Lて把税関係が成立すると仮定して,作用直税を磁位

地によって求めたoJ -.

1 作用直税甲適合性は BIIC劉執 Pyrethrinst乳 .

･剤では証明され ､(未発表)又他の典剤に於いても′,低 ~

･鴫旺及び高濃度の部分は直税から轍晩することもある

が,その泣合睦は発育に放ける税算温乾の法則の適合_

､性と労弛ル 大観すれば底嘩性は認巌 れ 琴鹸上大

＼霊吉宗 認 諾 去oJ=%t慧 dt欝 芸

Topographicthartを作E]し,巧力を比較した｡_

4;実験結 果 ト ,

･ 滋il級時間苗過に伴う作川底晩.59鬼致死波圧を示

せば,餌1炎より4誠の矧こなる｡夫々の衣に示した J

宍験は夫々分離LfCr連の実験である｡瀧 1表に示し/

た実験に於いて,･硫酸化油及び.Toxap_hene･の詩カ

･を訳鹸したが,何れも掠力を認めることが出来なかつ .

た｡-

約1炎より約4末の結果を木観すれば,50%致死洩

比脚 抑腐過に代って小さな位にな●ることが洗われ,a｡,.

･耶1121に依れば{r-1m C,Pyrethrins及び RotenTI

on'ctt何れもpp′DDT'より詩力が弘や,~流浪の稀

釈矧こ川いられる Benze山 寒月{B油は他の抜即設虫剤

に甲 交し,儲 しく･iii力ゐ劣ることが寧やられる｡七夕､
~ Lある程皮の存力を13-していることは迎合作用や処方1

-'の川姐と田聯して興味あるこ.とである?この実験の48

柑HJに於い七は op′DDT は殆んど巧力が認められ ,

なかつr=｡pp′DDTは op′DDT より位れて悟り,

Parilthion.ほあまりjif力を発揮していない｡この節.-

'矧蛸 j附でないが,我国に於ける英会社の試作品であ

ったためとも考えられる｡

糾 .の予('IE洞清規は何オtの殺虫剤も一木の直税として

-3汲帆 分肢点を持つ二本批 碓 凱 な画 ､? .:
た｡刊 I'掴 愉悦の温出にはlvanderWarden(1910)㌔

鰐 16 改 ′ ′
法を軌 ､･たが,作図上の plotは2鵜でなく12点以上

a)実験伯から直税の概斜を決意した｡予fTIl'5'回同税のY

pは死t率DIVan'deiwardenlセ坪位､1次変換肝

であり,Ⅹ 嘩 丑の対数やあるO. ･ ･ー

_筋2采は天然 Pyrethri'llS'-と合成 Pyrethrin の

比較を示している｡処理後2才時間では天然晶の方が合

成品妄り馴 渇く,.72時細では合成品が助 Lている6

節2薮に手跡ヂた ･Pyrethrins の寿力は第1式のと･

きの実験より強力であ.つた｡殺虫試験に於いて,飼育

氾沿蜜,供試虫の艶臥照度,供試虫の老黙渡合,.殺虫

r試験方法等が同⊥の条件と宕倣される場合でも∴･大略

同∴の実験結果を再現することは困難である｡宍箪回

数を如何に筑ねた左ら,実験上,′大略同一と看放され

-る結果を得るかは明際でないD ノー

'この実験は何れも数回 (2-3),の平均位である｡馳

験を辞取に繰返し,母集団の値に近付けやこt-は統計

学的観点より盃要であ坤 宍巌 は2平卑3町 実
験では理論値と実験値とが掛け細れてしまうC.60%致

死汲鑑を決定する場合少くとも39回の突駿を繰返さな-

ければならない010%-BH,C乳軌での実験でlも 30t
回の夷験七も侍的固め56%致死淡壁をその後Ff現する

ことは困難であった｡

羊とた近代統冨梓 的手法と定立Fj物学的手法とのIul
･に大きな悩みがある｡

'現任.各研究機仙こ於ける実験方法と供試虫との相遇

によって起る苗加 )相違を除去す争ため,色乍の方法I
が採刷如 tひ る｡例えば Sun.(1950)-の'chlordane

竺完慧 望芸諾 If慧% tT,oI:i.C.iI;<ftikeBX&,'干孟宗

慧 琵 琶と芸芸 -S至芸 laa:ivLebt>OL完ciiyb言霊'L'■＼
みけれほならないので,.ここーでは与の延の修正を拙さ

なかった｡

那 衣は TEPP とNicotineとの比較である｡/TE:
PPは_7プラムシやダニ矧 土串越した殺虫剤であるが,

･rahle2･ConSparativtloxi'cit夕･ofnaturalPyrethrins-andsy一仁 ′】" ･ゾウの技に掛 域 皮を有

ntlleticallylanaldgofCincrinI(Allethrin)againsttherice~ する昆虫には他剤とそれ即 l
'け軌 Lた軍力を有するもので

･ない｡AllethrinとPyrethr-

in一由場合と同様に時問題過に

伴らて TEPPの方がNic0 -

-tineより侮れている場合もあ

E),Nicotineが TEPPよ

I)弧カな場合もち声｡大由す

れば2岬 rlJl,48融 】に見られ

る技に.TEPPは処理竣比校
的短時間に有効であるが72時

R批1上を超過すれば,n効性

/

M I,ID (%)
Insccticide

0.5% Allethrin
O･5% Py.r9thrins

0.5% Alletbrin
O･5roSPyrethrihs

o.T'% Alle-thrin<
0.5% Pyrethrins

+provis.ional
regrSSIOnI
equatioI一

-1.600Y､-X+0.520
1.327Y-Ⅹ+1.037

3.5つOY--冗+2..750
1.440y;=Ⅹ+2.320

1

1.40by-x'+3.8iO
.1.24t)Y-X+3.560
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な､く叫 cotA'r)Cに坊 ることが 一

に較められる.･'

耶4封は四助比和 戯Jis誠化

'介的の和力である｡ C】1lor-

.dane.^ldrin,Dieldrinは

n効比にま股をih'lて発見さ ･'
jt.た殺虫剤であるが,柾矧 こ

よる特 典性 Speciesspeci-
Licity が見られ コクゾウ

に対し{.それ程串楢した殺
虫 剤 とは認め貫軌･ご第4衣

に示される按た,処理後の何

れの時間に於いても,これ ら /

の3残効性殺虫剤の招カ は

防 虫 科 学 L鰐 16班

JralJlc3.Comparativetoxicityofh'icotine､andTEPPagiinstA′;
therJcelVeeVil.

InsectiCide
M LD(%)

●provlsi()nat - ㍗

L･grCSSion∴ ▲l

equation ,

37.9% T-EP'p
40.9%､Nicotine
37.9% TEPP
40.9% Nicotine

37.9%'r EPI!
40.9% Nieotin'C
37.9% TEfLP

40.9% Nicotine

0..420Y=ゴX+0.330,.
2.000Y=Ⅹ -1.300

0.4tr=)OY ;ごX+0ム90
2.400YFX-0.200･
0.540Y-X十0;800-
1.70DY--Ⅹ+1.90O･

0.300Y==Ⅹ+1.020
1.509Y主X+3.1･10:)).

､Table4･ComparativetoxicityoffollrChlorinatedhydrocarboninsectici desagai n stth_JeritelY'_eeVil

IlotlrSafterthe
immersiontest
for5¶in,jteS

InseCticide

M Ll)(%)
… provisioTlal'L-.･

LregreSSicln I

･equation l

1.{)i-}Yこゴ.YL_4.69 ㌔∴ ′i

1.7OY_-.冗-r).11こ-･･.
2.63Y=1Ⅹ-6.78.
1.32Yg=(_3.26

1.26YFTX-3.67
Y--A-4..3こi
Yz=.TI-4.06

I.O7Y-X二2.03

1.2･-)Y=ゴX-3.241･.lj A:汁 ;I

墨莞 首≡歪=喜.卦 ･:

1.OllY--Ⅹ-2.40'. ,I

].12Y=X-3.03F'
1.47Y'占Ⅹ_2̀62･･ ∴ り0.94Y=ミⅩ-1.93ー

Aldrin ･
Dieldrin
γ-BHC I

1.36Y--Ⅹ⊥2.65
1.25YFⅩ-2.41
0.98-Y-XJl.75

''yisthemortality王nVanderW益rden′sYur)it,Xisthelogarithm of〔Concentrationxt.105)
.ITable5･Laborat_orytestsforcomparativeresidualtoxicityoffourChlorin･ltedhydrb-

Carboninsecticidestothepomacefly.

一一_＼
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I:BHぐに比し著しく劣ってし-1る｡_Chlordanさに洗いt,

実験操作上96時間までしか観察出来なかったが,これ

,-は今後追弔t.たi_､396時間までの成績では,Chlord-
a_neの毒力は Aldrihや Diel-dr叶 より鋸 .),7必時J

甲までt羊,Dieldriri中程力は Al.drinに劣 り'96時

J問以後 Aldiin.媚 カはPieldrfn に劣つ亘 る｡

-､即ち比較的短時間の詞効性はAldrinが燈り,長時間

の場合はDieldrinの方が有効の枝に洗われる｡ーしか
･し.何れの場合でもr;BHCに劣ることは大きな■欠点

であり,反面 革HC -の優秀性を物語るものであるJo

Aldrin及び Dieldrinと従来の BqC及びrpp′D

DTとの現効性に就いて,㌢ヨ_ウジヨウバェの痕跡勉

系臥 Droso3'hllamelanokasle'Veslt'gialを用い七

迫試した結果は第5衣に示す通りである三

McCallチn皮WilFoXon(1910)法の沈敬啓から内圧

12.5cm の大型シャレーに 10cc単液を圧力20封皮で

周 布し,30秒肌 ,境線こ接触さも 以後 300位温雅

_内で乾燥さやた｡ そのS,ヤレ-に, 250-位溢飼育の

S,占ウジヨウ,{ェ粒跡迦型 1巨;100四宛2時間 300

餌狙下で践朋.Sせ,死亡率を算定した｡そ-o結矧ま節

5衣q)按になるo実験結果は不塊則転位になった4'･,～

大祝してその械向を認めることが出氷る｡

_何れの軸矧こ軌 ･壱も,強剤処理後20日間の位を除

ー き,日数の超過に伴って死亡率が侍下した｡叉100時
･助 士1000倍液に比較し,効果が持続している｡各薙剤 ･

･.の残効カを33岬 に比較すれば,筑効力ゐ掛 ､も占よ

ーり γ̀-BHC>'ppてDpT> Aldrin> Dieldrinの

I nyi序で,Aldrk とDieldrinlt,γ-BI-IC及び pp'

pI,T より項効力なく,AldrinとDieldrin'tの損
教わの傾向は大きな差異は認め掛 ･｡妨4尖のコク;I

やの結果と節5葬のS,'ヨウ率 ウノk の結取を比較す

ーれば,Aldri叫 ま長時間の場合 Dieldrinに坊るが,

Ii,冒.ウジョアバェでは始やから Aldri11､の方が鮭れ

･ている｡

し.

水準の由 こ就いてなされたム･その後 Beard(1949).;･

HorsfallI(1949)1などl土よらて死亡御 紳 10%iilの二

,水準を尖頂L七回かれた｡.

ここでさま死亡率,.典丑,超過時間から夫々の等死亡

率水準を算出し,Topograi)pieehar事々 作図した｡

その結果は第1図から第14由こ戻す通りである｡夫々

の図の'Ⅹ 軸は超過時間を表わし‥Y帥 ま汲姥の対放
◆～

◆I

0

-1

4-2

-3

-4

+a

◆1

01.2､一l

3

2

.I

I
.
十

十

5
.
TopographicChart
.
の作図-4

.,｡

T
;
芸豊芸

.

o

t

警芸慧芸笠:

=

D

t

57;
i

L冒

;.

笠左

H

D

,
'
･.2

直税の械斜位を表札 ,Knudsen&Curtis(1947)

の様に叉授準剤と供試剤との械斜位の角皮変換の比率

を以て表現され七いる｡

これらはある時間-死亡率,虫塵-死亡率の曲数関係

しか表現出来ない｡時間一生畳一死亡率の立体的関係を

表現するためにはTopographiccbartによる方法が

便利である｡昆虫毒物学領域のTopographicchart∫4
の試みは Richardson良‖aas(1932)の Pyfidine

とNicotineとの毒力比較に瑞を発するが,LD36%
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4 48 72■.24 48:■72-48.72-'L96 -72~96 120-48-､72~-96_720
-■-6_

Fjgt"el■to.Figure15∴TopPgTaph享cchartslforse､,eralin.iecticide苧:
againstthe,iceweevi1,.S''ioi,ht'tー′io'y～-L7さ. JTi.7

Y-aXisrepreSentSthelogarithmofconcentrat10n?ndX-.TtXisrepreT :./J24.48-72

買entsthetimeinhour岳aflerthetreatment･Theisometriclinesofthechartsarerepr-

esentedontheintervalsoL10percentmortalityleveュ,ra71_lng from 10to90or99.6p

percent.Thelowestlineindicates10percentmcrtality･

Fig･I:10% r-D-IC!Fig･2･;】0% pp′DDT･Figこ3:67% Camphoroil･Flg･4:67,00,加n-1
zen.Fig.5:0.5% Pyrethrins.Fig.6:10% Parathion/Fig.7;2.020'Rotcnonc.Fig.S:10%

.op′DDT∴Fig.9:37.9% TEPP･Fig･10;

'.-12:21.8% AldrinFig.13:20･4% Dieldrin･

を衣わし,回申の曲投は夫々10%毎の等死亡琴曲娘と

?･9麺 死亡琴曲陳を衣わす｡等死亡琴曲粗 師 部よ

り10%,20･i'の順序で,対捌 Fi2･0/以上の改変は実在

しないので固かれていない｡夫々0.Topographiと

ぐhaitを大胡ナ)ば , I),時間超過に伴って環丑の

淑少の械向を示し.立体的には大略月斑状のもの9

2),一皮幼虫の帝加を示し,立体的l土は鴨々双曲弧軸

物両様のもの｡5),同額を組合せた型のもの｡4),不

規則なもの,の略4型が認められた｡斑も一般的な型

は Bfltの按な節⊥型の見放状のものであった.-

6,考･~ 察

こ.Jtらの結果と他の昆虫での結果と此校することは

典味がある?酒井 ･佐聴 ･小品(1951t))による Dro-r

.sop蕪 ◆meZanogas,ertの瓜跡迦羽の結果及び潤非･･

小島 ･佐藤(19''1)による二七ダイコyアブ5'RhoA-

Dtosl'♪humt･sc-fdob,assl'caeの結果と木突放枯刀王を比

較しi柾研持火性の悶点から考窮して見る｡勿論Dy-

osopflf'tLZ と Rf'oL･atOSiph打m との浸硫時間は包分

間であ()又死亡率の罪矧ま処理後30分になされたので

あるが,解接触設山剤のi鞍力の噸序には園聯滋子ある｡

コクL/ウの切合には Pyrethrins,Allethrin,Iγ-B

HC.Rotcnolie呼は pp′DDT より巧力が強いが.

TEPT'ほMLD の点のみから見れば申越し七いると

40･L9% Nicotine.Fig.ll;74,00'chlordane.Fig.

Fig.14:0.5% A.llethrin.

は考えられない｡邦 細'･行われた時期を考慮の外に斑

､き約1図炎の実験を排紺 は十川 だ.処理後72時間に

於けるMLDの順序を比校-たろことはこ?突放の場合

･'折 な恋味では閃邦であるが,大略巧力の狙いものよ

り γ-I3liC>Rotcnonc>̂ llcthrin>Pyrethrins>

N.icotine>Aldrin>Dicldrin>pp′DDT>T車 p

>Parathion>Chlordanc>13enzen> op'DDT

Camphor0;1の仰串である｡

酒井 ･佐藤 .小品 (iQ51b)の DrOSOPhl'zaの結果

- では･Pyrethrins>Allethrins>Rote.none>r-7mC
･>TEPP>pp′DDT>op′DDT>P;trathion>P;1-

'ao.1･on>bieldrin>Nicotine>Aldrin>Toxnph-

en.Cが灯られたo又柄井 ･小払･佐牒く193k)の Lu･o･

♪L7Zos･'b/i-′Tnの抱月ミでは,.Pyrethrins>Rotenme>

TEi,p>Allethrin-op′DDT>γ-BIIC>pp′D

DT>Ni.Cotinc>Dieldrin>Toxaphcne>41drin

>Chlordaneの耶序であった｡又 MLDを以て原礁

有効成分珠壁を除した地を一指P,T!･と､して矧 11班圧を求～-

めれば.tこれらlP Mt･D による職夙ま変死する｡希

~昆虫の りⅠ.D の順位の番号とこの実用膿碇の噸位の

番号とを総計した場合,倍の小さいも?を磁位の殺虫

剤とすれば,柄井 ･仕掛 小島 (lDih) が指摘したヽ
珠にt･招力は次の̀4階矧こ大別出来よう｡ ∴′

約1親群 T 'rlrIC･. TEPP･ pyrethrin苧1

161°

＼
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～1ミotenone.-

孤純 抑 - A/llethrin',Nicoti叫 pp′DDT,

hJS3放群- 9p′bI)T,IAldiin,DieldriD,Pa-_言
_∫ ∴rathion(?)

的雌 静⊥ parad立op,rchlordanp,Toxaphene二･
である｡･′＼ ＼-h

又弧祝祷央性に注目すれば,-コク1)'やで優位なもの

だ莞 Toto.2,i?,?_豊驚 慧 孟慧 誌 完;T&Ei pS ' .

山に対して卓効を有するが厚表皮のコg/)'ウに対して

必ずしも'磁位とは言い掛 ･｡_叉 ob′DD.Tは pp′D､′

DT のgi･性休に相違ないが,畦類こよる特異性が認

められる｡ ⊥般的には pp′DpT は op′DDT よ

り透かに芯カが翠いが, tULOPalosiphuml与対しては

･蝉ろ.pp,′-I)DT･悠 L)透かに有効であ?[=o'仰 tにし

ても特異性e)'.顕著七ないものは約1紋群_'D殺虫剤7:･あ1

･ り,何1,Lの昆虫にも効聯 J:あt),矧 こγ-I3HCはJW J .

に放L'･七も由効性に於いても優秀な殺虫剤と言えよう｡

叉従来の陸虫弘 ＼デリス剤の様な天然殺虫剤も未だ合 P.,

成晶を改繋3してしこalことが祝われる.節一級部,節二_I

級群の殺虫剤は充分実用に広く供さ咋る殺虫剤と言い

I i,lるが.それ以下の殺虫鄭 こ就いては恥 今後幾多の '､

wr･兜を宍施し実用に供するまでには吟妹する必要があ

ろう｡ √

I/:/∴ L ･ .･7.摘 要

(I)･ヲク.)･ウ Sitophilusory-･aeに対する接触設虫剤

qF.是JJを全般的に研兜した報街はないO-ここでは,1),

轡禦 華甲垂 加 殺虫剤と新設巌 の別 を嘩 L･

字).盗内に疫朋設虫剤の生物故定法の⊇尾髄充料を狩る∫′一
n的で研究された｡ 供̀試昆虫は300,恒温下含水丑約

1.5%の立米で飼育した,=ク･}'.ウ総計 23,803控を月い

疫血糊叉は48時間の間隔で以後の死亡率を観察した｡

代沢堪剤は17成規の乳剤,-及び水溶性剤を用いた .-

'･く2),7-bHC,pyr9thrips及び Rofenoneはpp′1
DT)T'よL)持カが強く,Parathion,op′DbTは中

rLuのiび力を和し,B占nzenJ及び脚 災油乳剤は荘力が劣

った｡-TムⅩaさ･henel,硫酸化油蛸 んt･効果がなからた｡

'':(31.'通電後24時間では,Allgth叫 まPylethrins

･より壬顎加 ;劣り;45時間,72時間では優 れていた｡

寸EPPrLIま鹿 後48時間までは Nicotineに燈るが,.

その後は Nicotineの方が燈れていた｡Chl-rdane,⊥ヽ
Diad'riii,Aldtinの残効性殺虫剤の拓カはγlPHC

に羽しくJj;ら,--thloidaneは AldrinDieldrin よ

'lJ'執脚 ;なかつ定 ,

(4)..㌢ヨウジ'ヨす,{ェの痕跡迦型 DnsoL･hiZふて:--､-L･-●イ
wLezん1ZOgaSteY,.Vcstigial を用いて試効性を追試した

･i52

′

鰐 16 班

結果,処理鎮33日日の残効九tJ掛 ･ものよEli-BHC-
l+

∴pp′DDT>Aldrin>I)i占lqrinであった｡～･∫

7'L●'･O)･ 時間一銭忠一死亡率の関係を袈現するた,めに

TopogrチP.hi?Chartを使用しT=oJ,そ蛸 釆･a)I
':立体的に見殻状のもの-,b),略々双曲蚊的軸物何様の･

r漣 の,C),aとbを組合やた型のもの d)･､不況刈な

もめの略4番!が認められた｡

-I(6). ､コクjゥ,i,ヨウジヨウ,(I,r二七ダイコ･/I

ナブラRho_Palos;Qh㌫mPseudob′assl'caマの詔カを綜合

-した結果,次の4級群に大別された｡

'約1抜群 - γ-BHC:TEPP,Pyrethrins,･

･Rotenone

.節2級群 一一A11.6thrin･Nicotine･pp′DDT･

/第3級群､一一op′DDT,Algrin,Dieldri.n'

Paratliion(り ､

妨4級群､- Paraoxon.IChloゆ ne,ToxapDenc
-であった｡叉3位駅に対する巧力には校規特対生も祖

.められたt.

-L8.文 ., 戟 :

(1)Beard,Rこし.:I.･EcoT i.IEni.42,570(1949).

(2)Gahan,∫.Il.,I.H.Gilbert,R.T..RefLly皮

H.G.Wil主on:∫.Eeon･Ent/ll.795̀(1948)･(3)

G?ines,J･C.,&IL A.Dean:､J.Econ.Ent･

4写,956(1919)･(4)Ⅰ‡offman,R･A･'&ヰ･W･,.Tl-

nd､uist:J･Econ/Eht･4芦,891(1949)･(5).Rn-

1.dsen;L･F･,'&J･M/Curtis:J･Am9r･Stat･

As s(,C･4ヲ･'282(1017)I(6)Lや噌 ord,G･S･･p･

･W･S,quires･苧B･H･Dozi9r:J･Ecbn･Ent･ヰ
201(1951).(7)McCallan,S.冗.,&F!Wilcoxo占;

Contr:BoyceThompsonlnst.ll,309(1940)･

(8)Mistric,Jr･W.J･&C.F'･Raihwater･:J･'.
Econ.Ent.43,892(1950).(9)酒井清六,虐藤稔

小島建一 :29回関西病青虫研究会講読要旨餅岡晩

p.22(1951a)･(10)｢一 ･:.- ･- :防虫科学,

lS,130(1951l)).(ll)- -,小島 ･.佐崖:●応用見血 6.

(3)印刷中 (L951).＼(12)S:uriTY･P･:J･Econ･ノ

LEnI.43,45(1950)..(13)- -,Wや iRawlinふS皮

L7･'B･Noiton:J･Econ･Ent･4t,(Jlu948)･(14)
van.derWarden:Arch.f∴らⅩp.pathol.いU.

.Pharmakol.195.3S9(1940).1

､Summary

(1)Thepresentauthorsatte.mptedtoevPluate

Ithe toxicity.of･severalcontactinsecticides ･
againsttわerice.weevil.Sz'LO.?hiLusoryzae･The

･■insercru孟edfortestivastheadultofthc■rice

lVeeVil,which lVaSreared with ricegrain.S --
､ i.
containing15% ofwaterunder占onsta'nttc中

■､

＼ ㌔

′
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Pcraturcof30oC.Thetotltl●numl)croftest.●'

WeeVil't7.tedaboutI)5.800.ThefollolVinginsecti-

CldcS,ilYhich archaving thefollolVingper-

cent.lgeS~of'acti'veingreldicnts. wcrc-tested:

0.5,0iPyrcthrin5,2.0,宿Rotcnone,4O･9% Nicoト

ine,0.6,0.'̂ llcthrin,10,'Q/r-TIIIC,･10,00/pp′DD,

T.10% op′I)DTi'21.8% Aldrin,20･47''Dicト

drin,50% Toxaphene,37.9% TEPP,10%Cll-

lordane,10%Parathior),67/QC/Benzen,67%Camph-

orOiland Sulphonated Oilalone.Each of I

tl-1esedrugsisemulsifiedoz:ismadeinwater
soIL'lble･form.Theimmersionmethod,wasLISed

inthepresentinvestigation･TheimnTerSion '

timewas5minutest7hdcrconstanttemperature

of20oC. Thepercentage50f mortalitywcrel

examinedat24or48hoursinterl･alsaftez;-the

ireatmentl.Dataoftheexperitr_entin■doSage

-mortalityrelatioh Lot,each insecticide Was

calct】latedaccordingtothemethodofVander

w旦iden (1910).LTheresults ofexperim占nts

areglVerriThal-1e1to4.

-(2)γ-BliC, Pyrethrinsar)'d RotcZionewere

markedlyAmoretoXiethan/pp′DDT andthe
otherinsect王cides･Parathionar)dob′J)DTdemon-

strated血oderatetoxicity.13enzcnandCarnph･/
orOil,which_arethecarrierofactiveIngre-

dients, Wereconsiderablylesstoxicthanthe

othercontactinsecticides･Toxaphene-andSol--

phonatedOilwerenottoxicalgainsttherice ･

iveevil. 一

(3)AlthoughAllethrinwasless､toxicthan

Pyre!hrins_at24hoursafterthetreatment･the
chemicalwasmoretoxicthan Pyrethrir)S.at̀

48and72hoursafterthetreatment.TE戸PIVaS

moretoxicthan Nicotineduring 48hours..

Whilethechemicalwasless.toxicthanNic°-

｣=:コ■

鮮 16 現 ･

ti去efrom73hotzrs-aftertIや.tZCatmCntp:鞍打幣.JLヽ1

shownlt.hatsuch,residualjf*eC!i,cf.'d繁･.号等3年 lミ､

oidapeiAldrin?DdDi-eldrin.p.eren叶 照 nt承r,{一.

to1-pmo!･eto:xic･-thaや･.T-DHCIJandJtt野.照 TIQ;iし..,～uz､二ヽ･
alsoconsiderably lessresidually t,照転 Jt吋n,

γ-'B4r;CT:,ePdrSu'17D.?:exp.edie;Lt.'｡蒜 車

1r-i r

toxiFity againstthe pomace.fly.isgive.A,3月

･table5･.Onthebasisoftheresi巾?I,･toxic軸 ご咋
33daysafterthetrcatrncnt,_the.toxicitiestttoヽ'1I

ec:::i:egSi.a,udael,i.nfSeeC;iceic::,eanrccssexapiT.'is.'idtiisT漂I

nHC2)pp′DDT3)Aldrin･4)DieldTjn･･∴.･J 再

I(5)Asreportedhy,Tie-aid(19iV,it宣 a誌もe-.ヽ･･l/
illustrAtedseveraltopogrsph'ic.空 rtsやf､やチF.I,1.
contactins-ccticidejnfigure1tofigure.･14.._,r■tr

加ヽ erelationamongtirr.elTrl0rtalityanddosagc-㌧ヽ

wasrepreienltedhytheI.opographicchart･F:ron./
theresults.ofthesetopographicchrts･㌔ tPte

typeofthreedimensionscanl児Chssifiedinto

fourcategories;1･Shell-liketype2･lHypfrr..′
bolieparaboiくHiketype3.CoTnbined.with,1

and2.4･IrTegulartype･ L.一
(6)In占oncl､zsion.ofthere机lltsofexperiment

oZitheJriceweevil, thepom.leeflyandthe､

turnlPaphidIRhoJ,aTos,'P/I"mLLSeTldob,assicael･We

pr叩OSedthatcont･lCtZnsccticidcc?n]妃Cla!sified ･

intofourcatcgoricsace()rdingtoitstoxicity:.I

Thefirstclass:r-TlHC,TEPP,･Pyrethrins

andRotenonc. ･ ､

Thesecond class:.̂llethrin,Nicもtine,and'′､

pp'PI)T･ !-3.

Thethirdclass･:op′DDT,Aldrip,DiPIdr主rl;､/
･･andParatbion(り._

-IThefourth-class:Paraoxon.ChloTdanC､･,andー

ToxtlPhenc･ 4 ･･

′ -.

stndies｡ntheSynthetiさpyrethrins.III.Inse.ti.idaleffectofsynthebiclpyreth- ､ミ

ro)･ds･Yuzolh.OtnTl･YoshioK▲T･qUr'̂,Akim Nrs,tI}ltrn,KottlrOKl-T̂qA､Ŷ.IMinoru

ortNO (TakeiLal;oratory,InstitlltCforChemi calResearrh.Uniycrslly-of7(yoto).

Recei､･C｡Scpt.7.1931･Bbty･LKag血 的 1154(with血 glishrdsumip.156)

96.合成t'LrT･1)ンic関する研究 鍔lII邦 合成tfJL,スt2イT=の殺虫性 井上雄三∴

肪凹純帆 田村昭,北川沈未払 大野稔 (京都大学 化学研究所蔵 居研究室)2Q･9･7･受理 'ノ

.pyrcthrins及び'_その homologlleSの化蛍満治と混
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